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はじめに

ミズタカモジ (Elymushumidus)はイネ科のコムギ連に

属する多年草であるが，他のコムギ連植物とは異なり，

水田の畦や休耕田などの湿地を好んで生育する。阪本

(1978) によれば，本種は，水稲の成苗移植栽培が行わ

れ，冬季休閑される水田に適応した次のような生活史を

示す。すなわち，田植え作業前の 5月下旬までに開花，

結実し，種子を散布する。その後，止莱節より下位の植

物体はすべて多年生化する。田植えのために行われる耕

起などの作業によって切断されてばらばらになった植物

体は湛水土壌中に埋没するが，秋になると植物体の各節

から新しい茎と根を出して容易に無性生殖を行う。近縁

種で同じく多年生のカモジグサ (E.tsukushiensis var. transiens) 

にも休閑田に適応した生態型が認められているが，この

生態型の植物体は湛水土壌中に埋没されれば全て枯死す

る（阪本 1978)。このように，ミズタカモジが示す湛水

適応性は近縁種中で極めて特異的である。なお，本種は

絶滅危惧種に指定されているが，その要因としては，田

植え時期の前進によって，主要な生育地であった冬季休

閑田での繁殖が間に合わなくなったことや（冨永 2006),

圃場整備の進展によって畦畔等の生育地自体が消失しつ

つあることが考えられる。

ミズタカモジが遺伝資源として注目される理由

我国では現在，水稲の減反政策に伴って，転換畑での

畑作物の作付けが増加している。コムギにおいては全作

付面積のうち56.3%，北海道を除く都府県では92.5％も

の作付が転換畑で行われている（農林水産統計 平成

16年度）。転換畑に用いられる水田には，排水対策が不

十分であったり，地下水位が高かったりするところも少

なくない。このような転換畑で畑作物を栽培する場合に

は，しばしば湿害の発生が問題となる。

そのため，コムギの耐湿性研究は我が国でも古くから

行われている。しかし，長年にわたる研究にもかかわら

ず，未だコムギの耐湿性品種は開発されていない。その

理由として，コムギの耐湿性品種間差があまり大きくな

いことが挙げられる。その結果，環境変動によって耐湿

性評価が容易に変化してしまう。

そのため，コムギ近縁種から耐湿性に強い形質を導入

することが耐湿性コムギ育成の有効な手段であると考え

られてきている。コムギ同様に涅害が問題となっている

トウモロコシでは，既にその近縁野生種であるテオシン

トとの交雑が試みられている（間野ら 2005)。テオシン

トは水辺や湿地に生育するため， トウモロコシ耐湿性向

上のための有用な遺伝資源であると考えられる。

一方，ミズタカモジは湿地性の植物である上に，遺伝

的にもコムギと近縁で交配することが可能である。それ

ゆえ，耐湿性コムギの育種素材，環境適応性の研究対象

として非常に価値がある（笹沼 2004)。

ミズタカモジの耐湿性

ミズタカモジを含めたムギ類の幼植物期の耐湿性を調

べた結果，ミズタカモジはコムギをはじめとする他のム
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第 1図 湛水時のミ ズタカモジ幼植物

左が湛水区，右が対照区

ギ類と比べて湛水条件下でも地上部乾物重は減少せず，

耐湿性が強いと考え られた（久保 ら2006)。

そこでミズタカモジとコムギ 2品種 (Rosella, シロガ

ネコムギ）の幼植物（第 2葉期）を用い，対照区および

湛水区（市販の芝の目土を細かくすり潰して湛水）で 13

日間生育させることで， 耐湿性を検討 した。

ミズタカモジは植物体が小さ いことから，コ ムギ 2品

種に比べ草丈および地上部乾物重は小さかった（対照区

の地上部乾物重は Rosella, シロガネコムギ， ミズタカモ

ジの順にそれぞれ 97.0mg, 97. 4mg, 31. 8mg)。また，葉

色値もコムギ 2品種よりも低かった。 しかし，ミズタカ

モジは処理によ ってこれらの地上部形質に大きな変化は

見られなかった（湛水区の地上部乾物重は 27.0mg)。一

方，湛水区におけるコムギの葉色値，草丈および地上部

乾物重は，対照区に比べて減少した（湛水区の地上部乾

物重は Rosella, シロガネコムギの順にそれぞれ 57.1mg,

72. 3mg）。この結果はミズタカモジの耐湿性が強いとい

う久保ら (2006)の報告と一致している。

ミズタ カモジの根系

根系が浅いコムギ品種は深い品種に比べて耐湿性が強

いという報告がある（小柳 ら2004）。そこで耐湿性が強

いと考えられるミズタカモジと，コムギ 2品種（深根性

コムギ： Rosella, 浅根性コムギ：シロガネコムギ）を湛

水条件で生育させたときの節根の伸長角度を測定した。

節根の伸長角度は第 2図のようにザルの目から伸びる節

根の位置から求めるバスケ ット法 （中元 ・辻 1998)で測

定した。

対照区の節根伸長角度はミ ズタ カモジが最も大きく，

Rosella,シロガネコムギの順に浅 くなった。この結果は

種子根の伸長角度の傾向と一致しており（未発表デー

タ），ミズタカモジの根系が深いことを示している。

第 2図 バスケ ット法による節根の伸長角度の測定

また，湛水処理によ って ミズタ カモジでは 22.8°

(71. 9゚ が49.1 °に変化）節根が浅くなった。また，シ

ロガネコムギでは 16.6°(47.8゚ が 31.2゚ に変化）節根

が浅くなった。 しかし， Rosellaでは根が浅くなる傾向は

あったものの，その差は有意ではなか った (55.9゚ が

49.3゚ に変化）。

これ らの結果はミズタカモジおよびシロガネコムギは

湛水条件に反応して根系分布を変化させる能力があるこ

とを示している。特にミズタカモジは土壌の水分条件の

変化に対して敏感に反応することが示唆された。なお，

湛水区におけるミズタカモジの伸長角度はシロガネコム

ギよ りも大きかったことから，ミズタカモジの耐湿性が

強い原因は節根の伸長角度以外の点がある と考え られた。

耐湿性に関与する根の形質として浅根性の他に，根の通

気組織の発達や不定根の形成が考え られる（間野 ら

2005)。

今後の展望

耐湿性が強いと考えられるミズタカモジの形態的，生

理的なコムギとの違いを検討することで，ミズタカモジ

の耐湿性機構を解明していきたい。将来的にはミズタカ

モジの耐湿性に関する形質を特定し，コムギに導入する

ことで耐湿性コムギ品種の育成を目指したい。しかし，

ミズタカモジと コムギの雑種第一世代には自殖稔性がな

いため，ミズタカモジの遺伝子をコムギに導入する手段

を確立する必要がある。なお，耐湿性機構の解明は，ミ

ズタカモジの生活史研究に新たな視点か ら光を当てるこ

ととなり，将来的にミズタカモジ個体群の保全にも貢献

する可能性がある。
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